
第13回（NPO法人認証後第 9回）定期研究会
『TECUM数理教育セミナー』

日時：2021年 2月 14日（日曜日）
場所：Zoomによる実時間配信
事務局：TECUM機関誌委員会
連絡先：secretariat@flexcool.net

研究会：午前の部

1. 10:00–10:10 – 開会の辞 & Zoom記録の公開について –

2. 10:10–10:40 – 自己紹介 & 近況報告 –

3. 10:40–11:10 『学生の側から見たときのオンライン授業という非常事態？対応』
矢部 千尋（日本大学文理学部 4年）

4. 11:10–11:40 『変換 (x+ y, xy)の基本的な大域的考察』 松並 奏史

5. 11:40–12:10 『街を彩る曲線』 平尾 淳一

休憩

6. 12:10–13:10 – 昼食休憩 –

研究会：午後の部

7. 13:10–13:25 – 自己紹介 & 近況報告 –

8. 13:25–14:10 『そもそも教育における評価とは何か，何であるべきか？』
長岡 亮介（TECUM理事長）

9. 14:10–15:10 『高校から大学への飛躍を学生に誘発する自己反省型の
数学のレポートのシステム』 山浦 義彦（日本大学文理学部）

10. 15:10–16:10 《コロナ禍における中高の現場での「評価」に関する報告とセッション》
報告：崎山 理史 / 橋本 和生 / 新妻 翔 司会：谷田部 篤雄

11. 16:10–16:40 『「3次方程式」と「4次方程式」のリゾルベントによる解法の違い』
谷田部 篤雄（茗渓学園中学校高等学校）

12. 16:40–16:55 『日米数学教育史比較と協調学習』
白石 紳一（神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校）

13. 16:55–17:00 – 次回へのご意見 & 閉会の辞 –

ご注意：開会に先立って 9:20以降TECUMの Zoom会議室はオープンしています。接続試験＋
数学的／非数学的雑談に使います。


